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	以下の２つのイベントのご案内を朝長先生（医薬基盤研）および近藤先生（国立がん研究センター）よりいただきました。
	さて、学会通信No.84でお知らせいたしました「6th Central and Eastern European Proteomics Conference」のホームページが公開されましたのでお知らせします。
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	本学会では若手研究者を対象としたトラベル・グラントも企画されています。条件に合う方は応募されてみてはいかがでしょうか。
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	昨年開催された第5回の本学術集会は、少人数ながら質の高い講演が多いことが印象的でした。ところで、ハンガリーはワイン大国として知られ（世界三大貴腐ワイン・トカイワインが有名）、会期は「たまたま」ワインの収穫の時期にあたります。Social Programにも期待がもてます。
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